
部活動顧問の民間人採用の陳情 
はじめまして。 
私は、文化塾＆フリースクール代表の遠近喜久（とおちか よしひさ）といい

ます。現在 県立逗子高等学校英語科非常勤講師をしております。また青少年

指導委員を務めております。 
 
１． 陳情の要旨 

（１）生徒にとって部活動は欠かせないものだが、その指導をする先生たち
が、十分に役割を果たしてない。もっと活気ある部活動生活を生徒に
提供する。 

 
２． 陳情の内容 

（１）上の（１）を充実させるには、民間人を採用して、充実を図る。 
（２）部活動顧問は、毎日４時から６時ごろまで部活動指導をするには、現

在の教育現場（多忙という観点）からみると、とても厳しく・過酷な
ものになりつつある。 

（３）（２）の内容に補足だが、土曜日・日曜日の指導は、教員のボランテ
ィア的要素が強く、このままでいくと、保護者の部活動への期待と教
員の部活動への取り組み現状のギャップの差がありすぎる。また、教
員の労働がより大変になってしまう。 

（４）民間人を採用することで、部活動に活気がもどってくるのではないだ
ろうか？ 

（５）学校教育においての部活動の位置づけを再度、考えるべき時がきてい
るように思う。あまりにも部活動への教員の負担が重過ぎるように思
う。 

 
３． 提案事項 

（１）民間人採用（非常勤） 
（２）保護者ボランティの協力要請 
（３）部活動時間の２割程度減へ（土・日の活動の時間減へ） 
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